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正しく使って上手に節約 
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型 FF-586SBT • FF-746S • FF-746SBT 
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ぶ FF-1 〇 1 6S«FF-1 〇 1 6SBT«FF-1 1 06SBT 





このたびは、コ□ナ百ミ由ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった渡もお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 警告 

瓷排気巧そおず亮検して<ださい 


ガソリン巧用禁止 
巧用燃料：打油 


KEROSENE ONLY 


m 
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i ; 構脚結 S £; 通;ぶ 


特にま意しでいただぎたいこと 

(ままのために必すお巧りください) 一 1 〜3 

♦ 口'莊の屏奪についで--3 


使巧する場所 


各部のなま文—— 
♦外観図-構造図 
•揉巧部-表示部 
懊巧前の華備- 


4〜6 
——4 
5〜6 
7〜8 


•お巧 - 

♦点义前の準備と確認 
读巧方を--- 


7〜8 


-— 8 

9-12 


室温の說節 


•消义- 

•タイ7—の使巧方を 
♦チャイルド□ツク 

巧き装置- 

その他の装置- 

曰萬の点巧-手入れ一 
定期点巧- 


— …10 
10〜12 
——12 
——13 
——13 
14〜16 
——16 


異常の見分けちと処置方を 


部品交換のしかた 


保管（長期間傅用しない場含） 
化な- - 


18 

19〜20 


アフターサービス 


おがけ*移設 


21〜22 




株な会な 




































特に注意していただまたいこと皮をのために {0 ずお守りくださし、) 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死 C 、 畫傷を負ラ可能 
性または义災の可能1生び想定される内 
容を示していまず。 


給ま示の例 
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この取披説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への盾害や財産へ 

哉 S ホ J 漂農 S 競烏造違 ??5 誇 ; 間 ^ 頭 iiii 纖稱 .^. 

内容をよく蘭しでから本文 をお読みください。 麵麵隱！ 

巡言口 KI 職飄目誦ぉれるの uSi !!! 識譜 is 鑑點 i 

八心&この表ホを隱で、誤った取り扱い 對獲 iiii 證 i 
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この表示を巧視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ巧能性や物 
の損害の発をび想定される内容を示し 
でいます。 
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蓋警告 (warming) 
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ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の富い;由は、絶巧に使巧 iMi ) 

しないでください。乂災の原困になります。 

給排気筒トツプ閉そくち険 A 

給が気簡トツブの)!!りび卽ふ mm 

さびれたまま使ちしなし、でくだ问 
さい。ふさがれでいるときは、 iStilv » 

除雪しでください。 ^でみ 

また、ホ反などによる「雪面い」 i _) 

は給が気の巧げになるのでおやめください。間そくしで 
いると運乾中にがガスが室のに漏れで、运険です。 


給扫掃筒トップには金網などは付けない 

給目橫筒トツプ(こは、虫よけのため （ ~ I 図 
のを網などは付けないでください。°夕& I \ 
給が気の妨げになり、異常燃焼を コ貪 S vJ 

起こしが乃スび室内に漏れる巧能 を 

性びあり頗でず。 輸 a 

給排気筒(管-ホース)がれ筒勇 ^ 


温風の出□をふさがない 

巧類 I 紙などで湿風の出□や空気 
巧入□をふさびないでください。 . 
巧類、紙などでふさぐと、火がの, 
原因[こなります。_ I 

定期点検の実施 

定期のに年に 1 回程度)に点検-整 
備を受けでください。点検を受け が 
すに長期間使巧し続けると、故障 V 
や軍巧の原因じなり危険です。 

点検.整備はお買い求めの販売店 
や資格着のいる店に依頼しでください: 



0 



給が気簡（管 • ホース）びがれ n ^ 
たまま使巧しないでください。 bc±b 

かれでいると運乾中にがガスび 
室のに漏れで、危険です。 

スプレー宙厳禁 

スプレー生や力 t ットこんろ巧 も、％給 I i 
ボンベなどを湿風のぁたるとこ§洞が巧/ 
ろじ放置しないでください。^ 

熱でちの圧力か‘上が0、爆発しで危険です。__ 

ご自身での据巧け-移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危お 

マオ 

据巧け工事は販売店や専門業害 
にごの頼ください。（ストーブ 
を移設させる場さも同じです。） 


日 心 A ぶ ^^ 1^9 

I •れを険 一、 

vhmJ^^^'ssmm 

r 危険です。 

工事の臟 XTN 
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カーテン、可燃物近接禁止 


m(Q 


力ーテンや燃えやすいちの / Lcl V > 

をおブけないでください。 JJ 巡 J 、 

さ鬻発をするぉそれびぁ 

可燃物。との幽議に〇いじ I I 

では、標準おは図（[:^21ぺージ)を参照しでください。 


電源コードを傷めない 


電源コードに無巧な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ 
を巧くとぎは、コードを持つ 
で弓 I ぎ巧わ、ないでください。 
乂災や感電の原因になります。 
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フィルタをがしての運転禁止 （ SBT タイプのみ） 

フアンフィルタを列した状態で運転しますと、力ーテンなどを巻苦こんで乂がになるおそれか•あります。 
また字などふれるとけびをするおそれびあります。 
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么ミ主意 (CAUTION) 




廃棄ずるときのま意 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、定;由面器の 
なミをを巧き取っでください。（1^15ぺージ） 
巧ミ虫び入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わめ事故(こなるおそれびあります。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使巧 
しないでください。 

異常燃焼のおそれが‘あります。 
すみやかに運輯ボタンを「停止 J 
にしでください。 

高溫部接触禁止 

燃焼中や消乂直穫は、高温部 
筛風の出口、給排気简トップ 
じまなどふれないでください。 
やけどのおそれか‘あります。 


〇 


温風に直接あた5ない/〇 

温励こ直接長綱ちたらない vj / 

!ミ^^胃^扛脱：^がになる 

おそれ力、’あります。 又 (Ky 

•轉^^趋す様やお年霉り、悚の不き® g 方び樓ねれるときは、 
周固の人び十おを意：しでください。 . ： ' 

♦巧おがどを乾燥した損ち、' 素がじよつでは色あせずること； 
巧带ります。 ：： 


心 


齡 




改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ス I -一 \\/ 
ブ本化やおが気筒には巧暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火おやガスが室內に漏れる原因となり盾陵です。 

電源プラグは確実に差しこむ A 

:襲源ブラヴは]ンたントに根元まで 
i 糖実に差しこんでください。（また、 楠;! 

傷んだブラブやゆるんだコンたント ^0^ 

は®巧しないでください，） くご:^^ 

义災の原因じなります， ' 

めれた手での巧ぎ差しはしないでください。 

感電の原画じなります： _ 

電源プラグのお手入れをする £\ 

ときどきは電源プラグを旅き、ほこり(および A 

I を属物)を除去しでください。（ほこりがたまる 
i と湿気などで絕縁不良になり〉乂がの原因になります。 


♦かさいおろ様のいるごま庭では、巧に注意しでぐださい.？ 

長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、覃源プラグを抜いで 
ください。 

乂おや予想しない事がの原因じなります。 


€ 
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電源の接続 /C 

♦空源は適正配線された単相10 0 V のコン亡ント 
しツかは使巧しないでください。 

発熱•発火の原因になります。 

参電源コードは、适をで接続しにり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ定配線をしないでください。 

~発熱-発火の原因になります。 

'灯油の保管 A 

灯ミ由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射日光 WV 
をさけた願に保管しでください。 

方ソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や乂ぶのおそれ力4あります。 
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腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーフ''び変 
おすることか’あります。また、化び巧部に入る 
と、感霉、乂ぶ、お廢の原因に W ります。 
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据巧け上の注意 A 

♦お客様ご郎による I 事は雛でず。 ，， 

据巧け工事や移設工事は、必ずお買い求めの 
販売店に依頼しで < ださい。 

♦ス t -ーブおよけ給排気筒の据なけについては火災ず防 
条例、石ミあ燃焼機器の設置夏華じよる規制がありますの 
で、これにがつで据なけでください。 

•ストーつ''の固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 


高温部（やけど）にま意 / 

燃焼中や消义直後は、高溫部(ヴリルの周逆など )、 /j 
排気筒(煙突、が気筒トップ、給排気筒トップ)に 
手などふれないでください。やけどのおそれびあ0ます 

変質な油禁止 < 

変質な巧（持ち避したな;断、不純な油（な;巧凶外 I 
のな • か•ごみび混入した巧巧など）を1ま用しない> 
でください。異常燃焼や故障のおそれか‘あります。 

指や異物を入れない ^ 

I 温風吹出□や空気取入□など(こ指や異物を入れ t 
ないでください。けか'や义災の原因になります。> 
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給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トツブの巧くに、 
なミをや可燃物など引义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

乂がのおそれびあります。 
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油漏れ確認 

巧タンク- u ム製送;由管’ 
接さ部および機器などから 
のな巧漏れがないことを 
確認の上ご使巧 < ださい。 

I な油び漏れでいると乂おの 
おそれびあります。 


0 

0 
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漏れ]度認 
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分解修理の禁止 

故障-破損したら、使用し 
ないで < ださい。 

不完まな修理は、を暧です。 
お買いずめの販売店に修理 
をの巧しで < ださい。 
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■口油の廃棄 

な;巧の廃棄処かは、巧巧をお買い求めになった販売店じご相談ください。 


使用する場所 


X 本文中の 「S タイブ J は FF -746 S ■ FF -1016 S 、 に BT タイブ J は F 卜586 SBT • FF -746 S 己 T • FF -1016 SBT 
FF -1106 SBT を示します。 


を全に使用ずるために 


〔 S タイプの塌含〕 
♦マントルピースなど 
じは据なけないでく 
ださい。 



CS 巨 T タイプの場合） 
•7 ントルピースなど 
に据なける場ちは、 
操準据 f すけ例に従つ 
で < ださい。 

(煩^ 21ページ） 



fei 


•標高が1500 m 换上の場所では使巧しないでください。 

(空気の满度か‘薄いため、燃焼に必要な空気か‘不足します。） 
標高500 m 〜1已〇 Om で使用ずる場合は調整び必要でず。 
(詳しくは、工事説明書の（高巧で使田の場合）をご覧くだ 
さい。） 

•温室、飼胃室、乾燥室などでは絶巧に使巧しなレでください。 


/ J 

齡) 

雨 

塵片 
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効果的に使用ずるために 


湿風の循環を巧ばない 

•温風吹出□の前面に障害蜘を置む、ないでください。 


窺さ 


X 


I 実 • 寺 - 巧鸣 • ち実等*害美 
i 去 g ちち黄き姜姜笔妻 

萬争がな#巧苗ちま寺 


参温風の出□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 
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麵各部のなまえ 


Omm ) 

#1■じ J 

FF - 已 86 SBT 
FF -746 S 
FF -746 SBT 
FF -1016 S 
FF -101 白 SBT 
FF -1 106 S 己 T 



FF -746 S 

FF -1016 S 


iillf 

FF - 已8巨 SBT 
FF -74 已 SBT 
FF -1016 SBT 
FF -1106 SBT 


ルームサーモ它ンサ 


が気管巧け埃巧用リード綜 


スイルフィルタ 


4:::: || ::リ:： . 


呈おコ-ド 
を®琶取な □ 

幫面カパー 

巧流巧送風お 


が気管巧け巧®用 
リードお 

巧ミ由爸取は □ 


スイルフイルタ 

ルームサーモ它ンサ 
電源コード 





巧琉巧ち面お 


本が固まを貢 

お排気筒本化 
が気管取な □ 


拾気管巧付 □ 
巧ホ — 

お排気筒トップ 
フアンフイルタ 

対流フアンクース 
本体固定金具 

給排気筒本化 
巧気营取巧口 
括気管取け □ 
給気ホース 

おが気筒トップ 


0夏造図） 

FF - 己扫 6 SBT 

FF -746 S 

FF -746 SBT 

FF -1016 S 

FF -1016 SBT 

FF -1 106 SBT 

；^^ィラストはドド- 746 S 
で説明しでいまず。 



点义ヒータ（巧却) 


巧農白動お义装居 








操作部のなまえと働を 


:通巧ボタン 


運転開始〔点乂〕 ^ 9ページ） 
運転停止〔消乂〕([^10ぺージ） 
するとさに押します。 


おやすみボタン::.;こ 


おやすみタイマー運転をするときに押 
します。 （1:^1 2ぺージ） 


iilf 香せボタン I 


現在時刻を合わせるときに押します。 
(原10ぺージ） 


簡 匿‘ rnmmm 


現を曜曰10ページ）•おはよラタ 
イマー運輯のず約曜曰11ページ） 
ををわせるときに押します。 


室温の調節（頃=9ぺージ）•現在時 
刻 （1^10 ページ）•タイマー時刻 
( c ^ ll ページ）をさわせるときに 
押します。 


||巧巧切換ボタン 


温度表示-時計表示をの〇換 
えるときに巧します。 


おはよラボタン；::;; 


おはよラタイマー運輯をするときに押し 
ます。（^:^=11ぺージ） 


.タイ 寺 一時巧含せボタン:::^ 


タイ7—時刻を含わせるとき11ページ） - t ット 
したタイマー時刻を植認するとき （1:^11 ページ）に 
巧します。 


川;;^;•わ-巧細喊.乡>材が祕懇睡 it タン;;;: ぃ... 

♦ストーブ運較をにボタンを押すとじーブ運乾を開始します。 

ちラー度押すと解除されまず。 ( t ^ 9ページ〉 

♦ストーブ停止中にボタンを3秒な巧に3回巧しで、チャイルド□、シクの 
「 tz ツト」および「稱除 J をします。12ページ） 
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表示部のなまえと働き 



タイ市含せ 9 シブ 

タイマー時刻含せボタンを巧すと点、 
減します。 

点 兢 r タイマー時刻じット中 


時 ft 舍せランプ 

i — — 、 


時計させ巧タンを巧すと点滅します。 


. I 時計含わせ中 


餐転ランプ 


燃焼の（它ーブ消义中は消の） 


エラー 表示中 


おやずみ 
^1時岛 

--© 2時固 


おはよラ 





おはよラランプ 

おはよラボタン対甲すと点減します。 

扁 の 

おはよラタイ 7 —の 
它、ン S 完 3 

お M 

1 

おはよラタイマー運乾 
の予約曙曰設定および 
変更中 


BB ラン:?^; 


おを瞳曰を表示 


滅タイ7—運拓のテ約曜曰を表示 


巧じーブ運転中 

化ーブ消义かも点な） 


; 二 持 It ® 巧コ□ン 


消 巧 

溫度表示中またはタイ 7 —音わせ中 

点 巧 

時計含わせ中 


デジタル巧巧巧 


投をな S 室巧 a 度 


固 


おまる S ま内 S 度 

投定迅 S き巧 ats 

國 

投定巧ち 室巧巧度 

I 0 I 

〇 I _ 

巧是 a 度 塞巧巧度 

□ 0 固 

技を活度 き巧る度 

□ 〇國 


参温度点の（温度表示） 

ち側：設定湿度表示 （12’ c 〜30で） 

(未むットの場さ、きおのに22でにたットされでいます。） 

_ち側：室の温度表示__ _ 

•午前または、午を点な（時刻表示） 

•時計動作コロン点滅 

を側：時 ち側：分 （例）午前8時30か 

•タイマー時刻含せボタンを巧ずと、タイマーたット時刻を表示しまず。（ホたットの揚舍. 
_タイマー時刻は自動のに午前6:00に t ットされでいます。時計動たコ□ンは消な。）_ 

• 点な 

停電後再通電（ストーブ運捉かの場含） 


電源プラグをコンじントに差しこんだとき（時刻のホじット） 
厚電後再通電（ストーブ厚止中の場含） 

i Cl 表示点の：チャイルド□ックの t ツト表示 


参（例）表示：巧震自動消火装置の作動 
再度、点火操作をしでください。 

( C ^ その他の f 表示は17ページ） 


お定 as 室巧 as A > ^ 

I 巧I 〇い—ご] 参日が表示 
L し'」〇 レー 广 I おやすみタイマー終了後の停止表示 
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11 使用前の準備 


燃料 J 


が巧は化すな巧 ( J 旧1音な巧)を巧巧しでください。 

• I A 警告1 刀ソリンなどの揮発性の高い巧は紀巧に ( 
使巧しないでください。乂おの原因になります。 \ 

巧質巧油、不视巧ミあなどはお巧に®巧し ♦ 
ないでください。 \ 

参 I A ミち意 I 巧巧は化ず乂気*雨が*ごみ-离通およ i 
び直射曰化をさけた場所に保管しでください。 1 

ガンリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や乂ぶのおそれか’あります。 



0 

〇 


指先に燃料をつけ、息をふきかけまず。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 


〇 


'変質なミ由•不純：) a 油とは…… 

、 

巧シースンよ 

1長巧巧曰光に 

客おのふたび 

1水-ごみや打 

0持ち越しの 

あたる巧や温 

胡けでおった0、 

巧な巧の巧が 

な油 

度の层い巧し 

乳白毎のポ U 

ほんのねすか 


巧宮したな巧 

容器で巧含し 

でをお入した 

0 

0 

、感 

たな油 

0 

口巧 

ぶ^をごみ。ぶ L ン 


ロミ由はめれたまま ガソリンはすぐをく 

\_ J 


、::::! ! S ，い • ^ ^ * く，，，，.；.：三：：こ.:* ’心：.こ ,1"| 前 

■巧ちなミ由やす靴な巧を使用ずちと川 j ; 
;妃；推おの故巧の巧因にな巧ホすも 

:畐臟減解お;疆 iSgE ! 
茲嫌齡某おち例 rti 岂賊お教拝權骄: 






給油 

1 

給油の手順とミま意 


[2 以ミち意]給姐は必す消乂しでから义の気のないところでおこなつでください。乂巧のおそれびあります。 
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な油びなくなると… 


ご使巧中、ミ由タンク巧のロミ由がなくなると、デジタル表示部に I C ? I または[1ピ1び表示され消火します。 

>莊タンクは、をにしないよラを唐しでください。 

が!油びなくなり、デジタル表巧部に£表示が出た場含は、餘由ををな経路內の空気ちきが必要となります。 



油経路巧の空気巧き 


が！]めで使巧するときや油のれでデジタル表示部にと表示び出 3 f 傷/ 

た揚含は、ミ由タンク【こ給ミをした後に、送ミ由バルブを開き空気 —= 

抜きをおこなつでください。 一^^^ 

1 . 空気巧さ巧ねじをゆるめる }- … 

•なミをび財ここぼれないよラにオイルフィルタの下に巧や、 —冷 

客器などを巧意しでください。 \ - ' 


2. ゴムお送油管をよく振り空気巧きをする ^ 

ム製送;由管をよく振り、送ミ由経路内の空気おき 
を十分におこなつでください。 '一--^^- 


3. 空気巧ぎ巧ねじを締める 

•を気び抜けオイルフィルタの中に'な油び満たされたら、空気あき巧ねじを締めでください。 


オイル 

フィルタ 


点义前の準備と確認 


i 定油面器 IJ たットボタンを巧す 

•リ亡ットポタンは据え巧け時や、シースン初めに操作します。 

ストープじ強い衝撃をちえたりした場含もこの操作をおこなっで 
ください。 

•巧 一、 な义操作後4〜5がしでも着义しなかったり、着乂後2〜 
3巧で消乂しでしまラ場含ち、 I 」た、ントボタンを押しでください。 
な油流入□の IT ム巧の固着びがれで灯油びスムースに流れます。 

越 Ki 雜リセット乐タシを巧ず礙は*スペーサをがし t 麵をな lV 古' ;! 
くだをい。;また.ち视槪よ;巧し続けたり、何固ち巧しでげ 
たりなど乱最に取り扱ねないでください。お油面器より巧 
びあふれ化たり、,晏を燃おの原因となる塚をぴありまザ。 



I 」たツト 
ボタン 

スぺーサ 



油漏れの確認 

♦ IA ま意! 巧タンク-ゴム製送油管-接台部および 
機器などから巧漏れびないことを確認の上、ご使用 
ください。 ___ 


参猫漏れのあるときは使 
巧を中止し、油タンク 
の送ミ由ノスルブを閣じで 
から、お質いずめの販 
売店にご相談くださし、。 


漏れ確認 


給排気筒接続部の確認 

参 1么警告] 給が気筒(管- 
ホース)びがれたまま使 
巧しないでください。 ！' 
がれでいると達乾中に C 

排ガスび室内に漏れで、 

危検です。 


〇 



電源の接続 

参[3^ま意1電源プラグ•コードの凳熱-発义を 

巧ぐために ••• 

参電源プラブはコンたントじ根元まで辖実に差しこんで 
ください。 

参電源は必す適正配線された コンたント 
単ホ目10 0 V のコンたントを^ 1 G 0 V ^~ 

使巧しでください。 

参電源コードは、途中で接続レ 

したり延長]-ドの1まも./ }) 

他の電気器具とのタコ足配 
線をしないで < ださい。 


ス I ^ーブ周囲の確認 

■ ま意 力ーテンや燃え 
やすいちのをおブけない 
でください。 

义災び発をするおそれび 
あります。 


0 


霞態 
















使用方法 


5 

点ん 


. 巧タンクのを巧バルブを拍く 


送巧バルブ 



2. S 巧ボタンを巧す 

•運転ランプの点巧と同時に、 
時刻表示（未じットの場合は 

> I - - 1 。° 1 - - 1 ) から、温度表示 
に祝り変わりまず。 

•点火舊 7 〜 8 分 (FF-1016S- 
1 日 16S 良 T’110 目 SBT は斗〜 
己分)でが流用送風磯び回り、 
温風び出ます。 


參通巧 



。午， I ん.]〇〇ご,'台 


二 ’'！:'I"'"•' 札 *...* け ;! NNHIi,H|i,A ||» ijijL , ""'I"'I " ル ' •, I •" け ..,...!..* 夕 f ? , * c ， I こ > r 1 ,"i こ I: こ：， ii"||<|i If!' 

iSPWfll 網日細は、巧が巧のだが；;龍度巧巧などびルミ辑«1»«1泣だびあ。ますび I ; 

:#|臟11;は巧トブの耐醒巧を幼她がなとにおし、鮮诚^把議りまず。；： ifiT !：：： i：：；j 
:;;.麵暦旅拝の換巧をしでく,壁眶: 

を巧又るのを话つな b ちう tf * が 紙 fiC 器 K 嫌 
選 11 胃^ じ旅ボタンを cffitj iwLrCliipiiisslllEi^^ 


室温の調節 


•» 巧拥節ボタンを巧ず 

♦温度調節ボタンを押しで希望の設定温度に合わせでください。 
•ボタンを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 


i ; 遜 111 卿 盤 SiSS 腊 U:if 漏 $i 器 iSSIEilii 飯ミ。ミ:;占 

:; . i 5 壓隨 8 K 53 遲 8* IS 5 HSfeS 5? a 8 S 輔 F 

111111 Piiiiliili 画 

；!；；：*»#» 


み as 

〇午巧 
〇年货 


B 定蠢度 S 巧通 S 

國。°固 


a 度 n 節 
巧 商 


甲令^ 

時れ/タィマ_,1^^ 


セーブ運転 


參最ル火力でち室温び上昇する揚含(気温の高いとき、曰あたりの良い部圍は、 t - ブ運乾をお選びください。 
♦它ーブ運をボタンを巧ず た-前ち トン^…巧 

♦ t - ブ運較ランプびななしまず。 . )• 

♦室温び設定温度より約3で上昇すると、白動のに消火(じーブ消乂） I m ■ - 

し、設定温度まで下びると白動的に再点火しで、室温を調節します。 

•a* 進巧にもどす《ちは、再 B たーブ》おボタンを巧しでください。 （3 回巧し ）く 


ランプホ打 


® たーブ 


♦ a * 運巧にもどず《さは、再度たーフ巧転ボタンを巧しで < ださい。 （3 回巧い 、 

む S 齊誤齡訂譯 I 封藍冀ミ茲瓦。、接茜基^记じ讀ミ 

蓮おとなりまお. •；.：；；：；；：；：；：；. 山；:-ぶぶ:;-:.:^';;;ぃ：；^.;, ミ--;;:.;;::: ぶ；； 

Si, — -' ' * • い .* .J. .., . . V ' , :' '： - •••. で ' ' S !' S.; a g く -. 一— * • * * » ■ •* • > ».. J <. .V ■ 、 . 一 . ， ？ .， > . »• ••, * \ A • 


炎の状態 


IFF-586SBT - FF-746S • FF-746SBT 

青癸燃焼です。青いおのかに、いくらかの黄をい炎（ホ乂）が混じっでいでち、異常ではありません。 

FF-1016S - FI=-1016SBT • FI=-1106S 己 T 

黄炎(ホ乂)燃焼です。义力びのり変わったとき 5 妙間くらい炎び大きくなることびありますび、異常ではありません。 


9 











♦逐輯ボタンをがしちどす 

•運乾ランプび'消灯し、消火しまず。 

同時にデジタル表示部は温度表示から時刻表示にのり変ねります。 
(它ーブ運乾中の場含は、じーブ運転ランプち消好します。） 

♦消乂渡は本体の部び冷却するまで送風を継続し、約1日分後に巧流 
巧送風機び厚止します。 


〇運坛 



m. 通坛 /git 


B 定 as 室巧通 S 


參，苗 ,5' に目 Sk 


参巧出ずるときは、必す消义しでくださむ。1-’ 

♦消火操巧を、還風が出でいる聞は t 絶対に索 m プラグを巧か寿:むでください。をしおきまずと、のぞき窓がずす 
でくをったり、ストーブの表面温度がと异レまず。 . ,1 I ’ . 

♦ L 么ま哥展期閣使巧しない場含は、.対流巧を面搂が惇止しでから、電源プラグをコンをントか 
らおいでください。 一：こ; 


r 消火を再点义するとをのま意 


燃焼かに誤ってなのよラな操作をすると、再点火安全装置の働きで、本体の部び;ち却されるまで点乂でき 
ませんのでを意しでください。 

♦電源プラグを巧いた。 

•運転ボタンを押しちどした。 

♦おはよラボタンを巧した。 

ただし、瞬間のな惇電（約3妙な巧）の場をは、そのまま燃焼を継続します。 


タイマーの使用方ま 
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タイマー時刻の含わせかた 


•未じットの場含、タイマー時刻は自動的に午前「抓加 1にじットされでいます。 

1. タイ7—時刻台せボタンを巧す 卜^ 

♦タイマー合せランプび点減し、デジタル表示部は \ f 

午前 I E \：\ UQ \ を表示します。 


き-分ボタンを巧ず y 

時-分ボタンを押しでタイマー時劍を合わせでください。 < 

ボタンを巧しつつ’けると、表示は連続しで変わります。 

►時刻を搜ねせると费(ま、午前と午後をずちがえないようま憲しでください。 B 



時117タイマ-«» 


3. タイマー時刻させボタンを巧ず 

•タイマーちせランプが消なし、它ット完3でず。 

橋 n 怒 ■ 齡‘攝機獲 fct 養驗1 

ぶ w にをザおる祝案■も:，厨時おザジジ化義な瓣靖を瞬灘 ' 

;;;;繫韻兼起(辜 ii 論^‘帝}と totto 韻ず。;;;： ;こ—た\ mtr ，;- ; 

♦タイマー時刻は、1度むツトずればを憶されます。 


タイマー時 



ラン:^な 


► 〇 


タイマーさせ 


おはようタイマー運お 


現在時刻 ■ 現在躍曰を合わせでいないと、おはよラタイマー運輯はできません。 

し巧巧ボタンを巧ず 參*ぉ^^^ 

♦運輯ランプび点なします。 ^ 

♦ストーブ運乾牵は必愛ありません。 


2. おはよラボタンを巧す 

•おはよラランプ、タイマー含せランプ、ず約曜日び 
点滅し、デジタル表示部にはタイマー時刻び表示さ 
れます。 

、 ■ H ^封琴^ w &‘感腺强 rt ： 

: \ vm 译我ぶタリを搏 bfc が径 i ろ轉お畑ごち偉ホ京が裝 
を細むでく裝をか。',ち餐おお餐適ず赛を一星な霸嵌 
h ;軌養す端4備焼簡違辑 toi 環遺簡廚り鑛膊が r ; r , U ; 



おはよ 


•日ちせ 



imi ‘離纖虹需^输 
'，:,。，；證ぉを、ぃ靖》0鼓知|| 
旁;巧なピ.装が?ょ肢 

‘！！：： 腺論も-, UU 山：‘，* 


3. 巧日させポタンを巧ず^ 

•覆望のず約曜日に合わせでください。合わせた時刻- r S 

曜日になると自動のに t - ブ運起を開始します。 〇: 

♦おはよラタイマーじットから点乂までの時間び24時間 ，が 

内の場さは、曜日含わせは必要ありません。 [M 


4.它ットち了 （30 秒後に自動たット） ^ P 

•タイマー合せランプび消なし、おはようランプび点滅 
から点巧に変わります。 

♦同時にデジタル表示部は、現在時刻に祝り変わります。 ^ 

1 藝辆帮戰麵蒙競提％驗覆 tin ! 匙禪簡粧編離譯麟顯 14 !緣 J 

Hi 南を醒留お弟始嗟日が商键食;尾日 S ‘ぶザな魚师が dii で巧 U ^ 




B やマみ 

0 iivn 

〇 219(1) 

’屋きょぅ 

V 夕、ノ 


«na s 巧 M 


^ a：\m 

曰も 眉 aX 末 ホ 金 ± 

0氷0 0 0 • 0 



KSM MM 


S :: 团 •• ISJ - S ::: 

曰 《 ♦ 寒《 X 文 ホ 愈 ± 

〇ザ- 0 0 0 9 0 


みを賴 g 扫巧 S ジ巧享巧が怠お猪す雷まぞ為巧覆攝货 i #。 ‘'■.苗おお’‘:こ H; 
蒙我イぶぉせ！^14持刻恣庭琴す茜とまはV ;然韦をが务ジ舊押 H ち MfcsPi ぶ i ;; h :; n 1お H ; U : 

を U 巧を契お^ m 辑 >辕垃ぞ類夕非義覆 fe 店百榮襄爾お:を it 疑をが左減お1策ち蘇 y 
::; » k ； 葫ぶ畜ね常、；奇^科药慧 life 两焉揉馨; ：3tefe が卜ちがとおを ：；：：- in ：： qi ：；；；' i ： n ! i ! 
こ 看巧巧脖綾だ彎翻綠織観靖をよ琴蘇8讀器ぉな攀お si;ii 測こあ織恕< おぎ4む n; :， • U お nn ;1; 


■おはよ5タイマーの解除 
おはよラボタンを巧す 

•おはよラランプとず約曜日ランプび消なし、運転状態になります。 



ランク进な 
I おはよラ 月 

- 〇 〇 
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おやずみタイマー運乾 


♦ストーブ停止中か6のおやずみタイマー運质はできません。運掠ボタンを巧しでから操がしでください。 

•おやすみボタンを巧ず なット居な运巧香 

•1 回巧すと 1 B 寺間ランプが'点な ぉゃずみ 尸^ ’ 

2 ◎巧すと2時闆ランプが点阿 r 巧".言…，側。。。•， 

♦じ、ント時間経過搜に白動消乂し、同時 〇 2 "" h °|rcl 

にデジタル表示部は I 巧。。17^とな 5。ょぅ ^ S * ょぅし^。 

ります。 で ^- > —— 


■おやずみタイマーの解除 ぉゃずみ [~5>^5^ 

おやずみボタンを巧ず I おやすみ 

♦おやずみランプが';肖なし、違転を難します。 f c)i 目 

参ミ肖义ずるときは、運乾ポタンを押しちどしでください。 〇2時巧 


ランタ m 

おやすみ 
〇1時な 

〇2 時巧 


おやずみ+おはよラタイマー運転 


1. おやすみポタンを巧しで、おやずみタイマーをむツトする 

2. おはよラボタンを巧す 


参ザ約曜日を変更ずる塌含は、このとをに愛更しで<ださい,。 

♦タイマー含せランプび消口し、おはよラランプび爲滅か6 
点巧に変わります。 

参同時にデジタル表示都は、現を時刻にのり変わります， 


m ] 摄なを 运 曰ですを6:00のとぎ、 
おやずみ1時度!+おはぶラタイ 
マーを百 aa の午前8:30にタイ 
7—たツトした 巧 さ 


おやすみ 





可記屈涵 幕:;:,。^ 间真過焉; 

策， js 本さろ〇 ;る レ e " | e . 来ささ5さ追 


参必すおやずみタイ7— のむツトを巧におこなつでくだまい6ぐ； • 

おはよラタイマーのた、ットを巧におこないますと、一昼ち乂しで巧が巧がび巧奇]しでからでないとちながで. 
きません。 

•おやすみ+おはようタイマーちおじットを、おやずみタイマー時固を愛きずる巧をは、1画がずと1.時苗、 

2 固巧すと 2 時間、 3 回巧ずと 1 時商になります。 


■おやすみ+おはようタイマーの解除 
•運乾ボタンを巧ず 




励。離 I 


0 0 貪 0 


チャイルドロック 


•お寻様などによるいたすら擦がの防止や、誤って運捉ボタンを巧しでを点乂しないよラにする機能です。 


•チャイルドロックボタンを3回巧す 

♦停止中に于ャイルド□ックボタン(たーブ運乾ボタン 
兼巧)を3秒お巧に3回がしでください。 
♦チャイルド□ックが它ットされ、デジタル表示部が 
m になります。 


■チャイルド□ックの解除 

♦再度、チャイルドロックボタンを3砂な巧に3回が 
しでください。 

♦チヤイルド□ックのたットゆ.域;.建短/ず夕吉吉裤しでを庶搭 
しません。.還溝運転にちどず墻茵は運輕がをンを巧し重岩お r 
でから、チヤイルド CJ ツクの稱除をしでぐださい。 


たーブ宙坛 


チヤザ 

(3 回巧し） 


忆-ブ運お 


チャイルドか 
《3回巧し） 


r 0 ;が I 1。°に乙 


6 定 2 蕭 S 成 BS 

► ^固補‘ 

A M-at をいが* 
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国まま装置 


このストーブには巧のよラなまを装置か’ついでいます。 

すべでの安を装置は、異常がおり隨かれでち再度点乂操たしなければ運転は停止したままです。 


-ぃ.巧を裝 麵え’’-' 


誓 

ちがち和. ’‘- I ; が‘；，) 

巧 装 白動消火装置 

(I と—引表示） 

♦地震(震度約 5 上)や強い衝擊 
を受けたとぎは巧震自動消乂装 
置力*作動しで自動的じ消‘乂しま 
す 

u - l ： _ 

参地震によって作動した攝含、周團の巧燃物、機器 
の損傷、巧漏れ、給が気筒の外れなど冥萬びない 
ことを確認しでから再点义しでくだちい。 

点义安全装置 
燃焼制御装置 

(|£|'|表示 ’ If 引 表示） 

参油切)れ.点火ミス-途中失乂し 
たと舌に自動消火します。 

•旧常の点検-手入れ〜 16 ぺージ)をし 
でから点火操作をしでください。 

処置しでも繰り返しエラー表示び出るときは、 

一昼運転ボタンを〔停止）にしで販売店に連給し 
でください。 

厚電まを装置 

(I が表示…再逼電徵 

♦停電や電源プラヴび□ンたント 
から巧けたときは' すべでの運 
起を厚止します。 

♦電源プラグを確認しでください。 

♦停電復帰(再通電)後デジタル表示部に f 目が表 
示され、ストーブは運乾しません。 

再度点乂操作をしでください。 

過熱防止装置 

[まをサーモスタット） 

(表示部を消阿） 

♦温風を気取み□や通風の出□か’ 
ほこりなどでぷ、さ力 f れたり、ス 
卜ーブ前面に博害物びあるなど 
しで本体巧がび適熱すると自動 
のに消乂しまず。 

— 

♦温風を気取入□や温風吹出□の巧陈をしでから离 
点火しでください。 （ 15 . 16 ベージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示が出るとさは、 

一昼運拉ボタンを〔棒止〕（こしで販売店に連絡し 
でください。 

ソ 


。その他の装置 




排気管巧け検巧装置 

1 

•が気营の接続部か‘がれたり、排気管 
おけ巧知巧リード線び跑線したとき 
には、をま装置びが動し、エラー表 
示£弓を表示し、有動的に消火し 
ます。 

■が! 銷廓おや璧騎ザ離嗔啤無 i 

苗衝レが翰數ぶ端線 

♦原因を調べ、処置後点;操たをしでくださ 

ぃ V 巧す 音 巧け検 

S 8 が 5 ?v 商 な用リ-ドな 

排気管あけ検知巧リード線のゆるみまたは、 
がれ-断線力すないか確認しでください。 

再点火まを装屋 

•消火直後、本体の部びを却しないラ 
ちに再点乂操作をしでち、一昼お巧 
しでからでないと燃焼しないよラに 
なっでいます。 

参本体内部び席郁しでから、もラー度点乂操 
作をしでください。 

室温異常上昇防止装置 

\ _ 

•部屋の温度び50でな上になったと 
きエラー表示 | f [| を表示し、有勸 
のじ消火します。 

参ルームサーモたンサの周面を点横し、窓を 
あけ、部屋の換気をしでから、点火操作を 
おこなつでください。 

ノ 
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誦日常の点巧•手入れ 

点検.ま入れは、消火後ストーブが'十分帯えでから、必す電源プラグをコンたントから抜いでおこなつてください。 


•草気部品の分おや市販品との交換は給巧にしないでください。 
•燃巧部の巧おは巧巧にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと） 


カーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。乂災び発生するおそれがあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油がしみた0しでを隙でず。 

ストーブはいつち清潔じしでご使巧ください。 

油タンクやゴム製送 ミ 由管-接合部および機器などからの灯油漏れびないことを確認の上、 

ご使巧ください。 

♦巧漏れびある攝ちは、'お買いずめの飯売店に修理を巧賴しでください。；. ■：/：；', ‘ 

♦ゴム製送油管は、屋外で使苗しないでください。屋がでの使巧は禁止されでいまず。 

匡ので: 3'' ム製送ミ曲管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびないか確認し、欠点びある 
ときはな換しでください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


♦ rsw ち1給が気筒(管*ホース)びがれたまま使巧しないでください。 

がれでいると運拓中に排ガスか‘漏れて危険でず。 

給排気筒トップの周りが雪でふさびれたまま使巧しないでください。ふさびれでいるときは、 
お雪しでください。閱そくしでいると、運輯中にがガスが蕾巧(こ漏れで危険でず。 

参給が気筒およびトップの周西に障害物び置力化でいないか、ときどき点検しでください。 

障害物力*置いである場合は、移動しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周固の点橫 （ 1シーズン1〜2固） 


参給が気筒力*つまると、不完ま燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び 
入ったりしでいるときは、胜す掃蹄しでくださし、。 

参給が気窗を一度取り別しで、再び取り巧けるときは、排気管 
の接続部内部にはめこんである0リングび破續していないか 
權かめでください。破損しでレた場含は、お買い求めの販売 
店に巧擲を恢賴しでくださし、。 

P 40 4種 D — FF -586 SBT - FF -746 S ■ FF -746 SBT 
■ P 日0 4種 D — FF -1016 S ’ FF -1016 SBT • FF-IIOGSBT 


油タンクの水巧き （ 1シーズン1〜2回） 


■別売 TC -40 K 形油タンクの場を 

♦油タンク两に水か'たまると、水グージのな油とがの境巧面 
じが色のフ□ー トが'晋き上がります。 

1. フロー トの点検 

♦フ□-卜び晋き上びつでいたら水おきをおこなつでく 
ださし、。 


2. がを巧く y 

•水拖きバルブの下(こ容器を置いで、水抜ぎバルブをかしゆるめる 
とミ由タンク肉のかが出で、つ□ー トが沉みます。 

水を振いたら水拖きバルブを固く綿めでください。 

参か巧き後は、由漏れびないか您す隋認しでください。 


参巧タンク巧には、水やごみがたまりやすく、多くたまるとストーブ 
の巧へ流れ出し、口油の流れを獅ずで十分な义力が出なくなります。 
とさどぎみヴージの点おをおこなつでください。 


おが巧が 


メスすスエルボ 


0 リング 
(P40 4 裡 D) 
(P50 4 種 D) 


のンク i 
(P40 4 種 D) 
(P50 4 種 D) 





水グージ 


OiL— 


なミ由 

フ□一 h * 
水 



水巧ぎ 
バルブ 





定油面器ストレーナの掃除 （1 シーズン1 〜2 回） お買い求めの販売店に依頼してください。 
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一 長年ご使 用 の密閱 式ち油 スト ーブの点検をぜ ひ! 

♦油もれびする。 

こんな症状は參強いにおいびずる。 

ありませんか ♦運転中に冥萬な音びする。 

•その他の異常や故障びある。 


劃定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、おおのお巧び必爱でず。 

参2 シーズン に]回 程度、シーズン 終： J 接などじ、点検を実施しでください。点横のご相談はお買いあげ店または修理 
資宿畜〔(財）日本 5油 燃焼聯器 保守協舍 （TEL 03-3499-292 のでおこなラ技術覧理講習含 惨 3害 （6 油機器技術 
管理±)など〕のいる店までお問いさわせください。 



地震などの災害び発生し、機器に振動や衝擊が加わったときは、運転前に必すなの点検をおこなっでください。 

•指排気茵间〇の巧れ、巧れの掩班 ♦な油お宦からの篇れ巧斑 

点検で冥萬びみつかった場さは、お買いなめの販売店に修理をの頼しでください。 


参のぞぎ窓の透明度び悪くなつたときは、なのよラに掃除しでください。 

1. 前バネル（下）-グリル-前パネル（上）を巧す 

2. のぞま窓を止めているねじ2個を巧す 

♦かし水を含ませた巧でのぞき窓をふいでくだすい。 

•ねじ都は常温になつでから外してくだぞい。 ^ 

参をとどおり’、巧一にねじを締めで固定しでください。 ■：■：：*--：：：；：' 
♦のぞきおをがしたときは、パ、シキンを巧品と巧換しでください。 



♦熱交換器のの部にすすび異常[こたまると、不完き燃焼の原因となりまず。 

♦異を燃焼(じおいが.したを 、I .給排気茵がら黒煙び化るようなとき)がおぞうた爲封こは:、..:7おホが扁慷と'街が蜡定 
熱な換器の巧検をおちいなめの版お店に巧巧しでください。 : ,1.1 ‘.1.1:.:.: 


»対流巧送風機-フアンフィルタは週1回が上掃除してください。 

参対流巧送風機の乃ード （ S タイプ）、フアンフィルタ•巧流フアンクース （ S 臣 T タイプ）にほこりびたまる 
と、音び大きくなつで温風量がかなくなり暖房出力か‘低下し、ストーブ巧の温度が上昇しで過熱防止装置 
(まをサーモスタツト)びた動する場含がありまず。次のよラに掃除をおこなつでください。 

1. 運括を巧止する $^^3じ\ 

♦巧流巧送風機が止まつでいることを確認しでください。 7- _ 

2. 巧流巧送風機を巧す。 （ S タイプ） ち^參 

参リード線プラグを巧き、クリ、シブをゆるめリード線を列しでください。 プぅヴ存ホ/ 鐵 m 書 

♦蝶ねじ2本を則しでから、対流巧送風機を潰に傾けながら上へ引き出 y Wmof 

♦掃陈機でガード、モータ、孤根についたほこりを吸い取つでください。 


プラグを巧< 


♦羽根を巧げたり、変おさせなレようにま意しでください。ぶ:;; V ;;;；三-'； I ’ ；. 

フアンフィルタを巧す （ SBT タイプ） 

♦ファンつィルタを寺前に引きおし、取り外しでください。 

参掃除機でファンフィルタ、巧流用ファンクースについたほこりを吸い 
取つでください。 

3.巧流巧送風機を取り巧ける （ S タイプ） 

•がしたときと逆の手順で巧流巧送風機を取り巧けでください。 

フアンフィルタを取りがける （ SBT タイプ） 

•フアンつイルタをちとどおり取り巧けでください。 

♦ IA ま意 1つアンつイルタをはずしたまま運おしないでくださ U 


クリップ ツメ引控卜け部 

( S タィプ） 

—— フアンつィ ルタ 


/—- - 

口 I. 

( SBT タイプ） 


-す馬ご 
必。費じ 
めいご店 
たさの売 
止のだで販 
お止<いは 
巧防絡つと。 
巧の連にこい 
故ご理いさ 
'で事に惨しだ 
や店-註く 
^ 障売検ど談 
故販点な相 





圓巧障-異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現象は巧巧ではあ0ません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


-’ ;;;;t 壬 

- hut -'- 满苗 is 

:ザ詳《1謂 niwMl 韓 

論襲實義 聲路替 S 禍謀;:;;が扣が;’ 


初めで使用するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱塗料やほこりなどび焼けるためです。しばらく窓をあけで 
巧気しでください。 

点义時 

初めで使巧するときや、シースン巧めの巧语用時じ1画 
で着义しない。 

点乂しでち2〜3分で消乂しでしまラ。 

参定巧面器リじットボタンをじットしでください。 

(厮8ぺージ） 

參送巧経路巧の空気巧きをしでください。 （[^8 ぺージ） 

消火時 

燃焼開始時や消义をに 

「ピチ-ピチ j といラ音力する。 

本な内部び熱により膨張、収縮するためです。異萬ではあり 
ません。 


点义しでちすぐ温風び化ない。 

不快なち風をおさないためで、を体の部び暖まると温風ヴ目 
動的にのさ出てさます。 


消义しでち温風び化でいる。 

本体の部び冷却するまで送風を継続します。 



冀の中に黄色い巧(ホ火)び惠じる。 

異常ではちりません。 

1 固!！ 

おか‘がい。 

ま炎（赤义）燃焼ですので、異常ではありません。 

その他 

• 


列気おびほくなると、がガス中に含まれでいる水分び凝結し 
で水を気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。， 


参巧の表じちとブいで、ちラー度お確かめください。 

参処置ちまで XEf ] の頂目や、処置ちをにより処置しでを良くならないときは、お買い求めの販売ちにご巧談ください. 





雜臟! 




因—! 


— 11 ^— 



咖盡離門 









IBBHa 


巧売店に修理をの頼する 


ストレーナを外しで掃除する 114 

ミ由タンクのがを巧く ^ |15 


送殖経路の空気巧さをずる 
3ム製をミ由营が山おにな つで いる巧は 8 

平らにする 

長 3 m 、 曲がり3窗巧な下じする 
1 m な上の延長は、風量制御板を取りが 一 
す※_ 

「地震などのぶ雲び発をしたときの点検 J 13 
の点検頂目を確認し、運転ボタンを巧し- 
なおし、 再点乂する※ Ic 


巧ミ由をと0かえ、定ミ由面器-送巧経路内 
の掃除をする X 


が気管の接続窗巧を正しく取り付ける X — 


おおつでいるをのをおり除く I’ 


締め直す X I - 


嫌掘殘羅 W 



■■ 




EL I 窓を開け、部屋の換気をする 


排気管の接続部および排気管巧け検知巧 
fS リード線の接続部のがれびないかな検13 
し、がれでいたら正しく接続する X 























部品交換のしかた 


部品交換のときのま意 


不完をな修理、閣瘦は危おでずので、都葡のな換、調磨が必愛なお合には、お異い求めのお荒店 
なは、修理資格溝{(お)因本5油燃焼機器保巧協含でおこなラ按術售理薄習を修3着(污迪機器技 
術管理±)など）のいる販舞应にご裙談ください。 。 ぶ 

' ' ' ' ' ' ' ' - I ; , I , . . I , ' , ' , ' - I . , ' , ; . ' ; ' ' I . ' ' ' • ' I — I • I . - , ; , 

5: :1 川‘‘ 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。'.. 


消揉•劣化しやずい部品（交換が必要な部品） 

長期間の使巧により消耗•劣化しやすい部品 


変費•す锦巧油の使用によ〇冀化しやすい部品 


I 点火 ヒータ （点乂しん) 
パイ□、ントリング 


0リング 
パツキン類 


定巧面器 
ポツト バー ナ 


>点乂ヒータ（点乂しん) 


隱管議間使用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、曰溝の点侯•ま入れの頃を参照し、巧の雲領で保管しでくださし、。 

1. 巧源プラグをコンたントからがいでくだをい。 

m \ A ま 意 I 長期間樓巧 しないときは、 畢源ブ ラグを巧いてください。 

2. 巧タンクの送なバルブを閉じでください。 


3•巧流巧送風機（フアンフイルタ）の括巧をしでください。 （感=16ぺ-ジ) 


んオイルフィルタとを•油面器內のな巧をずべて巧き巧ってください。 （廣日ペ-ジ) 


5. 本化のごみやほこ0を取りないでください。 

♦掃陈槪などでごみや话こ〇を取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 けペ-ジ） 

7.ストーブは据巧けたまま保管しでください。 

♦温围吹出□や背面の巧流巧送風磯（フアンつィルタ）じほこりなどがたまらないようにカパーなどをかけでください。 
♦どラしでも取りがしで保管されるときは，ポリ袋をかぶせ、乾燥した搞巧に横倒しじしないよラおしまいください。 
♦巧シーズンに据付けをおこなラときには、取、すお買いおめの販売店に巧頼しでください， 

♦取扱熟巧含を大伽こお管しでください。 ; 
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型すの呼 


(露本謡 fISs ： 



- I ; —.' パ ， A » で ' い， 


證迹翻謹冀奮 


舜熱 a (入方） 


蘇 効率 
慶房出力 



10,630 kJ/h 


yj おな ji M 毀ホ 网曠色かおおろ I 解’ 

ポツ I - な‘強制おが気お-強制巧流お 
電気扁义な 


_巧油（」に1号ロミ由） 


_ 0.831しか 


! 0.36 L/h 


_ 30,780 kJ/h 


I 13,330 kJ/h 




僚を違室 


ち源运圧及び局お教 


を 


_ 5.81 kW _ 

_2.56 kW _ 

木造 25が15養)まで 
3ンクリ3卜 34.5 nt に1養)まで 
木造 25が (15 養)まで 
コンクリート 39.5 rrf の4薑)まで 


_7.41 kW ——— 

_ 3.21 kW _ _ 

木 造 31.5がり9畳)まで 

つンク U —卜 _43ザ(2_6置)きで 

木 造 31.5 がり9畳)まで 

コンクリート 51が (31 量)まで _ _ 

m ]_ 富さ 595 mm 1111820 mm 奥巧391 

37-的-.- 


曲顧のぶお 而^^^ B ait ■けけ^ 


检がを茵の翌巧の巧び 


おが気 



高さ 595 mm 囑の〇誦巽巧 428 rnm _ _ . , _富さ 595 mm 幅 820 rmi 奥巧391 

_39 kg __ _ _ L _ 37均. 

100 V 50/60 HZ 


109/119 W (お乂巧期に短時間発を) 


燃焼時 化 I 2 AW 


QU 4- 3 


D 40 


75 mni 


260でな下 


5A 


巧义安を装舊 • 燃お測御装度‘障雪安を装置 • 週巧防止装置(まをサーモスタット） 


が気 g 巧け検祐装置-再南乂安を装ち • 室温兵巧上ち防止装 a 


おが巧ち It ット1•エ學お明*1.取扱驗明«1•本体固まを臭2 
置台1 • コム巧送油爸綿巧バンド2’ 背面カパー上1 ( S 巨 T タイプのみ) 




発熱置（入力） 


闘 

-支 .E 朽巧ももま:！ 




I 48 がに 9 置)まで 
卜 74.5 nf (45 置)まで 


<■ ■ 8 

敬正;巧 


I ：妈禅萬測 



巧' 属品 


4.01 KW 


木造 43 rrf (26 置)まで 木 造 46が (28 置)まで 

コンクリート 58が (35 畳)まで コンクリート64.5が(39量)まで 


43が (26 置〉まで 
コンクリート 67.5が(41養)まで 


D 49 


_____ をお画 

_ _ _ _ 260でな下 

5 A 

織棘彻装置-停電まま襄置室~サーモスタット) 
が気營巧け樣热装查’再点、义まを装置-室温異帯上昇防止装置 


給が気簡じット1■工事説お書1•取お説明書1•本体固定金具2 
置台1’コム製を;あ管締巧バンド2’ 幫画カバー上 1( SBT タイプのみ） 


育す 595 mm 幅 82 omm 奥な 391 mml _ 育さ 595 mm 幅 820 mm 齡子 478mm _ _ —— 

_ 40 kg r 42切 

_ _ _ 100 y 50/60 HZ _ 

_ 最; ip /1 J 1 W (を义初期に短時間発ち） 燃焼時が/が W 

QU 49-2 


燃焼時 48/45 W 


塚を适窒は、社固法人-曰本方ス5巧棋お工業含の夏定養をによります。 




















































■巧謡期間び避费ているとをは； 

♦技貴。來めの販売廣にご相談ぐださい。懷理によって接巧ご黃香ついを辟お宮樣のご要望じより有料懷理いたしまず。 

■補條雕能部品のぉ育期閒 こ、.心 . 

参 S 油ストーブの補修巧性能部晶 '(磯目目を館.持ず;るた巧に龄襄な;^‘挺擇肯期間は製造巧ち棚り後7巧です。 ご 

■條理に出をれるとをは ぶお毒:遠 : 

•歸さ膊や運搬時にお涵面器巧に呀泌び姨つすこま.まちすと、;: H 善均^で归 3® か’こぼれることがありまずので、啦ずお裹取つ 
でください。 - :’：：'..す:み V —. 


争本書の f 巧障-異常の見分け方と処置方法 J (1：^ 17ぺージ）の頂じがって調べでも良くならないときは、電源プラヴを巧いで 
お買いなめの販売店または、お巧くのつロナお客なご相談窓□にご連格ください。 

>ご連絡いたださたい内容は巧の通りです C 

♦品含 • お買いあげ曰 

•型巧の呼び •巧度が巧（できるだけ具な的に） 

• ごほ巧-ご巧 S • お里話番曼 

♦修埋に隙しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定にがって無料修理させでいただきまず。 

参ご不明な点や修理に関するごホ目齡は、お賣い求めの販売ちかおをくのコ□ナお客様ご巧談窓□じお問い含わせください。 


♦このコロす密閉な5巧ストーブには保訝窒ヴついでいます。 r お貨いあげ S . が売店备」などの記入をお確かめのうえ、販売度力、 
らお受けとりじな0、大巧に保营しでください， 

♦保証期間はお質いあげいただいた曰から1巧商です。 

♦巧のよラな:原因じよる巧障および事巧じつぎましでは、巧1正の巧をじなりませんのでミ主意しでください。 

♦変質ななや不純巧組など、またな油ながの馈巧使巧じよる巧障や事な。 

♦誤った使巧巧るじよるな障や事な。 
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据付け-移設 


据付け•移設工事は販売店に依頼ずる 


据巧けや移設工事は販売店または設置業者にの頼しで、お客樣ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据がけ例 


据巧けについでは、乂災ず拡条例、電気設備に関する技術薑華など法辜の富華びあります。 

工事説明書の「特に注意しでいただぎたいこと（ちまのために必すお守りください）」をお読みになり、 
販売店または据巧け業着とよくご相談ください。また、「標華据巧け例」についでは、下図を参照しでく 
ださい。 


標胃ホブ例 


く正面〉 mmmmfM. 


60011 な上 




く側面〉 ぶ乎喔繳^勺 . 

本化困をを貝 

60抓（巧甲*; 


ソ/グ///////ダ// A ※ストーフ#画と呈面との巧な’. 

巧巧巧^ FF-1016S-1016SBT-n 06SBT は17加が上 




〈給が気筒の正面> 

mmmm 


を lOOcm 


胜 


60饰む上巧ミ20 on 
•巧くむ上 


巧固定/を具 をスラ如船 '^ 

(间怖 部品） 。ベ — 鱗徽ぃ巧 さ） 


45如む上|45加お上 




SBT タイプをマントルピースなどに設置ずる場を 




た0加上*!^ 10抑な上 1〇<讯な上 I 


'10_0 饥み上 1 IScfnm：* 2 雌 




XI:点お、ま入れのため30饰1^^上巧しでくださし、 


m 


巧固をを真 本な国をを具 

(F-60S :别売部品） （付属部淀） 

X2 : F 卜101 6S .1016SBT. 11 06SBT は17印1が上 


聲覇^ 
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給が気筒を延長する場合のま意 


給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 巧びりが下で取り付けられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるを意 


積雪がをい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラなお巧場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃烧を起こすことびあります。 


据付け後の確認 


据巧けか'終わりましたら、ちラー廣、工事説明書の r 特にを意しでいただ黃たいこと（安全のために必す 
お守りください)」をお読みになり、工事説お書に記截されでいるとおり据はけられでいるか確認しでく 
ださい。 


試運乾 


試運乾は、販売店または据巧け業着とごいっしよに必すおこなってください。 

1•運括準備 （屆 =7 . 8ページ〉 

①巧タンクに口巧 （ J 旧1音な油）をおなしでください。 

③ なタンクの送'巧バルブを巧いで、を巧お巧巧の空な巧きをしてください。 

⑤ をが面器リたットボタンを浸く巧しでください。 （[3= 8ページ） 

④ ストーブの置台の上やちな菅のを続巧に、巧のたま0やな巧れがないかなかめでください。 

⑥ 奇化（巧离500〜1500 m ) で馆巧される巧含は、を巧び巧巧なため況巧び化要となります。 

(詳しくは、工事説明書の （喜通吞 Ml の"晨香） を参照しでください。) 

⑥ 巧転ボタンび （惇 止〕になつでいるか巧現しでくだをい。 

運鼠ボタンを〔運輯〕のまま覃源プラヴをコンむントに差しこむと、医国が表示されます。 
この揚をは、一昼運乾ボタンを押しちどしで<ださし、。 

③電源プラグをコンむントに塞しこんでください。 

• 主意 I 電源プラヴは、コンじントじ根元まで確実に善しこんでください。 


2•運括 （顧=9 . 10ぺ-ジ） 

①巧転ボタンを押しでください。 

參運転ランプが点好し、狗1分後に点义しまず。 

♦点乂渡7〜8分 ( FF -1 01目 S ’ 101目 S 巨 T •り日 6 S 巳 T は4〜己お)で对流巧送風機びまわり温風びお 
ます。 


初めで使用するとまは… 


•ストーブ肉の送滿管じが由が満たされでいませわ孩)で、哉な常を消えすることびありま寺。.： 
この場含は，一国溝火,しをおおをかを谤つでから电う-^廈磊おしてくだ适い。‘ . ，な ;’ 
•耐熱蓬制などび焼けで煙とにお G \ が出ることがあ0まず占窓香-開げで淺璋の換気をしで^だぞい。 

I I ' j ' ' ' 1 I I ' ' , , ' , j I , , , 'll,. I I . 

⑤连捉ボタンを押しちどしでください。 

参運輯ランプが消なし、約 1日み棲に燃焼巧送風機- 対流用送風磯が停止します。 
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564-0044 
564-0044 
760-0078 
612-8414 
651-2133 
522 0024 
620 0061 


64 

86 

12 

63 

77 

06 



j ヒ巧泻が孩 


07027002 本れ.工場ミを巧東新な 7-7 〒955-8510 TEL の 256)32— 211 U 大げを) 

柏崎工場巧崎巧宝の '2-58 〒945-0817 TEL(0257)23 — 517已(巧表） 

房岡工場長岡巧下を巧含ノ巧1069 =f940- 1146 T 巨し (0258)22-2121( 巧表） 


修理サービスや製品についでのご相談は機種香をご禮認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごのおください。 
ご車ち居やご磨普品などでお困りの撮含は、下記のお近くの裔□にご 巧 鼓く 

ドゴい 

含称、所在地、電話番号は、変要する場含びあります ので ご:? 寄:<ださい。 


♦アフターサービスのお問いさねはは下記へどラぞ 

1□ナサ—ピスセ*ィター 

^ィィ 一へ A 一' 巧巧 gfg . PHS 等からは 

^0120<91 9-30 S ち再のヴービスセンター 

(宿理受巧奇用ダイヤル）へおかけください。 

FAX 01 S 0-919-322 

化巧ち*ま化巧区のお客巧は II まのサービスセンターへ 
おかけください。 


お客様ご相談窓口一覧表 


目目ろ 
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i 麗 

Mi 靈 


店-所が巧所所 
夕 

業業業業業 

巧な 
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幌一 

卜お W 広巧見 
巧 

札化函巧帯柳化 


巧一巧一所巧巧所店一巧所巧巧巧 
むぉぉまちまむ黄—巧業 
苗ビ》む営営芭 一^担芭苗営 J 
田職 i 度き！防 V が戸根知 
奋含巧»极连巧岡义乂»を巧度 S 


店一巧巧巧巧_巧巧印所巧巧 
タ タ 

ミン_霎3^^ミ、ン顧8蠢 

るな る誓 
たま咨控 む 一 営爸営* Q 
居 I 巧 I M 居 
ち^^山寺山 /.= ほ本崎蜗分 

a 岡—' 

広広巧ホ煉活福化唐お長宮大 


篇茲彌 

もみ巧が S 6 
S 8 化の区泌 
隹 H 町ホ化巧 
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化化 SK ま巧 
巧 a 巧巧たば 

雲 n .口い< 

5水のさつ 


引 

け 
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な和柳 
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10.西巧の 
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巧 W 典曲 
■一?ご山山 
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